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価格は 2007年 4月に 1.3％, 10月に 10％, 2008
年 4月に 30％引き上げられた(1)｡ 10月にも 10％




も含め, 例えば, 食パンの ｢ダブルソフト｣ 200
円を 2007 年 12 月 1 日の出荷分から 220 円に,
2008年 5月 16日出荷分から 240円へと値上げし










2000年の作付面積が約 18万 ha, 生産量は約 69
万トンであったが, 2002年には作付面積が約 21
万 haに増え, 生産量も約 83万トン, 約 20％増




れたことが挙げられている (図 1参照)(4)｡ 銘柄
では, 北海道の ｢ホクシン｣ の栽培が増えてきた｡
都道府県では, 例えば ｢農林 61号｣ から ｢イワ
イノダイチ｣ や ｢ふくさやか｣, ｢チクゴイズミ｣
から ｢さぬきの夢 2000｣ など, 質の良い品種に
生産が移ってきている｡ また, パン用として ｢春






















































るデュラム小麦 (DRM) は, カナダから輸入さ
れている｡
4. 銘柄別輸入量






















格で売り渡す ｢相場連動制 (価格変動制)｣ に移






表 1 外国産小麦の輸入数量の推移 (単位：千トン)




































































計 876 1,198 1,129 1,068 1,148 803
合 計 4,400 5,061 4,979 4,787 4,960 (10) 4,802
注：( )内は, SBS輸入に係る数量で内数である｡
出典：農林水産省の資料より
図 3 標準売渡価格制度と相場 (価格) 変動制度の仕組
出典：農林水産省の資料より
経費に充てられる｡ 政府は価格改定を原則年 3回,
当面は年 2回行うとしている｡ また, 大麦と小麦







るように 2007年 4月～9月, 2007年 10月～2008
年 3月, 2008年 4月期の輸入小麦の政府売渡価
格の推移を見ても, この間, 全ての銘柄で買付価
格 (国際価格) の高騰による売渡価格の引き上げ
が見られる｡ 冒頭で述べたように, これが 2007
年 4月に 1.3％, 10月に 10％, 2008年 4月に 30












表 2 外国産小麦の政府売渡価格の推移 (単位：円／トン(税込み))


































表 3 国内産麦の振興費と外国産麦の売買差額の推移 (単位：千トン, 億円)





2000 903 911 4,938 778 ▲133
2001 906 921 5,075 629 ▲292
2002 1,047 1,067 4,638 524 ▲543
2003 1,054 1,060 5,301 755 ▲305
2004 1,059 1,055 5,288 753 ▲302
2005 1,058 1,043 5,045 787 ▲256
2006 1,012 998 5,335 642 ▲356
出典：農林水産省の資料より
分かる｡ 例えば, 2004年の場合, 国内の麦 (内
麦) 生産量は約 106万トン, 輸入された麦 (外麦)
の量は約 529万トンである｡ 国内麦生産者に支払










争相手 (輸出国) とパートナー (輸入国) の行動
を解明する手段として, アメリカの輸出需要弾力
性値の推定が行われてきた｡ その推定方法の重要
な係数として, 価格伝導の弾力性 (PTE: Price




ものである(13)｡ 値が 0の場合は, 国際価格の変動
が国内価格に全く伝わっていないことを示し, 1
の場合は, 100％伝わっていることを示している｡
1966 年から 88 年までのデータを用いた金田
[8, 9] の研究によれば, 日本の小麦の PTEの値
は, モデルにより異なるが短期で 0.171 から
0.696, 長期で 0.873 から 1.082 と推定されてい
る(14)｡ また, 価格伝導の非対称性に関しても, 国





























り, 推定値は 0.18％, 麺類, パン類が, それぞれ
0.03％, 0.02％としている(17)｡





















終 わ り に
サブプライム・ローン問題から端を発したアメ
リカ国内の景気悪化が世界の実体経済に影響を及
ぼす中, 小麦の国際価格は, 例えば 2008年 12月















た(21) (金田 [8, 9] が指摘した価格伝導の非対称
性の一要因が見られる)｡ しかし, 2009年 4月の
輸入小麦の政府売渡価格は引き下げられると予想
される｡
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